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「仏に大小の分量をさだめんことあるべ
からずそうろうや。信心かけなば、その
詮
せん

なし。他力にこころをなげて信心ふ
かくは、それこそ本意にてそうらわめ。」

川越喜多院の五百羅漢

羅漢：「施
せ

入
にゅう もつ

物の多少にしたがい
て、大小仏になるべしというこ
と。」とはいかに。第18章

盂蘭盆会法要

お盆参り

・8月9日（土）
・午後1時30分～3時まで（1時受付）
・光照寺本堂にて
・勤行・法話

・7月13日～16日の期間
・8月1日～16日の期間

（但し9日は除く）
※ご希望の日にちをお知らせ下さい。時間につきましてはこ
ちらで調整させて頂きます。ご自宅か当寺のいずれかで
読経いたします。

※準備の都合上、出席人数をご連絡下さい。
　預骨されている方は率先してお参り下さい。
　ご参詣をお待ちしております。

親鸞聖人のみ教えに聞く会
◆ 令和7年7月8日（火）
◆午後1時30分～4時30分
◆テキスト：『教行信証』
◆講師：延塚知道先生（大谷大学名誉教授）
◆会場：光照寺本堂
◆会費：500円
※ご参加の方は事前に当寺へお申し込み下さい。人数を制
限する場合があります。

※9月11日（木）・11月5日（水）

ヨガ1

ベビーマッサージ

ヨガ2

寺

ヨ

ガ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会
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子
供
会
報
告

光
照
寺
子
ど
も
会
“
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
”

“
花
ま
つ
り
＆
お
花
見
”�

大
塚　

陽
子

さ
る
、
四
月
四
日（
金
）小
人
六
名
大

人
九
名
の
参
加
に
て
、
十
時
半
よ
り
本

堂
に
て
、
勤
行
に
始
ま
り
前
坊
守
挨
拶
、

参
加
者
の
自
己
紹
介
の
後
、
私
が
花
ま

つ
り
に
つ
い
て
の
お
話
を
し
た
後
、“
火

の
鳥
”
と
い
う
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、花
御
堂
の
釈
迦
像
に

甘
茶
か
け
を
し
て
お
釈
迦
様
の
誕
生
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。
西
区
の
花
の
丘
農

林
公
苑
へ
車
で
移
動
し
お
花
見
に
行
き

ま
し
た
。
広
場
に
シ
ー
ト
を
敷
い
て
各

自
持
参
し
た
お
弁
当
や
お
寺
で
作
っ
た

シ
チ
ュ
ー
と
、
お
い
な
り
さ
ん
を
皆
ん

な
で
食
べ
ま
し
た
。
前
日
の
大
雨
は
や

み
当
日
は
お
天
気
に
恵
ま
れ
て
桜
も
満

開
で
風
は
あ
り
ま
し
た
が
い
い
お
花
見

日
よ
り
で
し
た
。
子
ど
も
達
は
遊
具
や

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
凧
揚
げ
な
ど
を
し
て

遊
び
ま
し
た
。
思
い
思
い
自
由
に
遊
ん

だ
後
は
、
住
職
挨
拶
と
一
本
締
め
で
現

地
解
散
し
ま
し
た
。

次
回
の
子
ど
も
会
は
七
月
二
十
二
日

（
火
）で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
ま
ち

し
て
い
ま
す
。

近
く
し
て
遠
く
、

遠
く
し
て
近
い
、

そ
れ
が
仏
法
で
あ
る幡谷

　明

（『
浄
土
三
経
往
生
文
類
試
解
』）よ
り
）
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近
頃
嬉
し
い
こ
と

三
月
で
満
九
十
五
歳
に
な
っ
た

私
、
妻
は
九
十
歳
、
結
婚
生
活
六
十

六
年
の
私
達
で
す
。
遠
く
へ
出
て
行

く
こ
と
が
少
な
く
な
り
家
で
過
ご
す

こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
嬉
し
い

こ
と
と
い
う
の
は
朝
晩
の
勤
行
が
妻

と
二
人
で
ゆ
っ
く
り
出
来
る
こ
と
で

す
。朝

は
正
信
偈
を
あ
げ
て
、
そ
の
後

に
『
正
信
偈
讃
仰　

曇
鸞
章
細
川
巌

述
』
を
４
～
５
ペ
ー
ジ
読
み
ま
す
。

全
部
を
も
う
五
～
六
回
読
み
終
り
ま

し
た
。

夕
は
就
寝
前
に
讃
仏
偈
を
あ
げ

て
、
そ
の
後
に
『
讃
嘆
の
詩
住
岡
夜

晃
述
』を
一
ペ
ー
ジ
ず
つ
読
み
ま
す
。

読
む
た
び
に
新
し
い
感
動
が
湧
き

出
て
新
鮮
な
気
持
に
な
れ
ま
す
。

�

佐
々
木
玄
吾

法
要
の
ご
案
内

⃝
盂
蘭
盆
会
法
要　

八
月
九
日
（
土
）、

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
勤
修
。

⃝

秋
季
彼
岸
会
法
要　

九
月
二
十
三
日

（
火
）午
後
一
時
三
十
分
よ
り
勤
修
。

⃝

報
恩
講　

十
一
月
三
十
日
（
日
）。
講

師
は
橘
出
先
生
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

⃝

親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会

講
師
は
延
塚
知
道
先
生
（
大
谷
大
学
名

誉
教
授
）七
月
八
日
、
九
月
十
一
日
、
十

一
月
五
日
、
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

三
十
分
。『
教
行
信
証
』
を
学
ん
で
い
ま

す
。
ご
参
加
の
方
は
事
前
に
当
寺
へ
ご

連
絡
下
さ
い
。
会
費
五
百
円
。

⃝

大
経
の
会

十
一
月
は
報
恩
講
、十
二
月
三
日
、午
後

二
時
～
午
後
四
時
。講
師
住
職
。細
川
巌

著
『
正
信
偈
讃
仰
』（
七
）を
学
ん
で
い
ま

す
。

⃝

我
聞
の
会

六
月
十
八
日
、七
月
二
十
三
日
、九
月
三

日
、
十
月
八
日
、
午
後
二
時
～
四
時
ま

で
。「
歎
異
抄
」を
学
ん
で
い
ま
す
。
講
師

は
住
職
。

⃝

微
風
学
舎

六
月
二
十
五
日
、七
月
三
十
日
、九
月
十

七
日
、十
月
二
十
二
日
。
午
後
二
時
～
四

時
ま
で
。
講
師
は
住
職
。「
高
僧
和
讃
講

義
（
三
）」
延
塚
知
道
著
を
学
ん
で
い
ま

す
。

サ
ー
ク
ル

⃝

絵
解
き
サ
ー
ク
ル
、
絵
解
き
サ
ー
ク

ル
、
六
月
九
日
、
十
月
二
十
七
日
、
十
二

月
十
五
日
。

子
供
会

七
月
二
十
二
日
（
火
）。
夏
休
み
企
画
。

テ
ラ
ヨ
ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
。
毎
週
月
曜
十
時
～
十
一

時
、講
師
ト
モ
ヨ
先
生
。
興
味
あ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
会

毎
月
第
三
火
曜
十
時
～
十
一
時
、
生
後

二
ケ
月
～
一
歳
位
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
対

象
。
講
師
遠
藤
尚
子
先
生
。
会
場
は
お

寺
。
興
味
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用

意
下
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご

連
絡
下
さ
い
。

敬
弔

清
水
俊
雄
様
（
護
持
会
庶
務
）、（
令
和
七

年
二
月
十
一
日
還
浄
七
一
歳
）
生
前
の

ご
功
労
を
偲
び
、
念
仏
合
掌
し
て
哀
悼

の
意
を
表
し
ま
す
。

吉
澤　

光
昭

常
の
ご
と
過
ご
す
起
伏
し
夏
来
る

盛
付
け
に
香
る
黒
潮
初
鰹

焼
台
に
な
じ
む
老
舗
の
渋
う
ち
わ

緑
陰
の
棋
士
長
考
の
一
手
か
な

自
分
史
の
頁
書
き
足
す
夏
灯

佐
々
木　

玄
吾

孫
娘　

我
が
子
と
植
え
た

じ
ゃ
が
い
も
が

土
を
か
ぶ
っ
て
芽
を
出
し
て
き
た

メ
ー
ク
イ
ン　

だ
ん
し
ゃ
く
そ
し
て

き
た
あ
か
り

じ
ゃ
が
い
も
全
部
芽
が
出
そ
ろ
う
た

釋
尼　

邦
照
（
前
坊
守
）

刻　

刻
と
我

ア
ミ
ダ
の
浄
土
に　

向
か
い
つ
つ

さ
れ
ど　

世
の
中
人
々

あ
ん
の
ん
な
れ
願
う

篠
原　

潤
子

海
外
の
来
客
か
こ
む
円
卓
は

昆
布
に
の
せ
し
マ
グ
ロ
の
刺
身

韓
国
の
親
子
三
人
自
宅
来
て

話
が
は
ず
む
韓
国
ド
ラ
マ

お
み
や
げ
の
ラ
ー
メ
ン
海
苔
は
嬉
し
く
て

日
本
酒
ス
イ
ー
ツ
プ
レ
ゼ
ン
ト
渡
す

七
人
で
片
寄
せ
あ
っ
て
円
卓
で

ス
イ
ー
ツ
食
べ
て
ア
ッ
ハ
ハ
ア
ハ
ハ

黒
便
で
大
腸
検
査
当
日
は

心
静
め
る
覚
悟
を
決
め
て

黒
便
は
食
あ
た
り

4

4

4

4

で
す
結
果
言
う

医
師
の
顔
見
る
観
音
様
?!

外
出
の
リ
ュ
ッ
ク
の
底
に
紙
パ
ン
ツ

し
の
ば
せ
安
心
婆
婆
は
出
歩
く

ツ
カ
ツ
カ
と
我
に
向
か
っ
て
女
性
く
る

我
の
杖ツ
エ

持
ち「
こ
れ
欲
し
い
」っ
て
?!

北
海
道
父
の
命
日
墓
参
り

心
を
よ
ぎ
る
「
こ
れ
が
最
後
」

断
捨
離
で
手
紙
も
本
も
全
部
捨
て

ケ
イ
タ
イ
も
や
め
て
頭
を
冷ひ

や
す

寺
務
所
よ
り

故郷の味覚
山田　邦興　画
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